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下
野
市
で
は
、
市
の
知
名
度
や
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る

「
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品
」「
市
内
産
業
の
製
品
・

技
術
」「
文
化
財
等
地
域
資
源
」
を
「
下
野
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　

既
に
認
定
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
は
、
市
内
は
も
と
よ

り
市
外
に
向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
ま
で
20
件
を
認
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に

続
く
新
た
な
下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
下
野
市
」が
も
っ
と
愛
さ
れ
る
よ
う
に

下
野
ブ
ラ
ン
ド
を
募
集
し
ま
す

　
「
商
品
に
付
加
価
値
を
付
け
た

い
！
」「
下
野
市
の
名
所
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
！
」
と
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
申
請
・
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
認
定
期
間

①
一
次
産
品
、
加
工
品
、
工
芸
品

　

平
成
30
年
３
月
ま
で

②
市
内
産
業
の
製
品
・
技
術

　

平
成
32
年
３
月
ま
で

③
文
化
財
等
地
域
資
源　

無
期
限

■
応
募
方
法

　

申
請
書
（
一
次
産
品
、
加
工
品
、

工
芸
品
、
市
内
産
業
の
製
品
・
技

術
）
ま
た
は
推
薦
書
（
文
化
財
等
地

域
資
源
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
商
工
観
光
課
へ
直
接
持
参
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
は
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま

で■
応
募
締
切　

１
月
９
日
㈮

■
申
請
書
・
推
薦
書
配
布
場
所

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
図
書
館
２

階
）、
国
分
寺
庁
舎
・
石
橋
庁
舎
市

民
課
窓
口

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.city.

shim
otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

どういったものがブランドの対象なの？

①一次産品、加工品、工芸品
　下野市で生産、製造、加工されたもの及び本
市の生産物を材料として製造、加工されたもの
②市内産業の製品・技術
③文化財等地域資源
・  歴史的遺産、文化的な行事・祭事・芸術・芸能・
施設、観光資源、自然、景観及び取組等

・  本市に存するものまたは伝承されているもの

審査のポイント

　次のような審査基準で審査します。
①一次産品、加工品、工芸品
・  下野らしさ（市内で生産された素材を活用し
ているかなど）

・  独自性・希少性
・  信頼性・安全性（一定の品質を有しているか
など）

・  市場性・将来性（生産・販路拡大等に意欲
的な取組みを行っているかなど）

②市内産業の製品・技術
・  下野市らしさ（市内の事業
所で製造された製品、また
は技術であり、国内シェア
の比率が高い）

・  品質・技術力
・  オリジナリティ
・  市場性・将来性

③文化財等地域資源
・  下野らしさ（下野ならではの自然・歴史・伝統・
文化など）

・  独自性・希少性
・  信頼性・普遍性（魅力を感じる、リピーター
が期待できるなど）

・  将来性・話題性（下野市のイメージ向上が見
込まれるかなど）

下野ブランド募集

市民サポーター募集
　下野市を盛りあげたい！と考えている方なら、ど
なたでもサポーターになれます。サポーターには会
員証、ピンバッジを配付します。
　登録・年会費は無料です。
　詳しくは市ホームページまたは商工観光課までお
問い合わせください。

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
教

育
相
談
員（
非
常
勤
職
員
）募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

通
勤
可
能
な
昭
和
28
年
４
月
２

日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
小
中
学
校

教
育
に
理
解
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、

教
育
相
談
員
は
教
育
現
場
に
お
い

て
相
談
業
務
の
経
験
が
あ
る
方

学
級
支
援
指
導
助
手
は
、
小
学

校
教
員
免
許
が
必
要
（
取
得
見
込

み
も
可
）

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
学
校
教
育
課（
石
橋
庁
舎
２
階
）

へ
ご
持
参
願
い
ま
す
。（
有
資
格

者
は
資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写

し
添
付
）

■
受
付
期
間

12
月
１
日
～
25
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

■
選
考
方
法

一
次
審
査
を
書
類
選
考
と
し
二

次
審
査
の
面
接
試
験
を
２
月
上
旬

に
行
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
発
表

２
月
下
旬
に
選
考
結
果
を
郵
送

し
ま
す
。

■
採
用
期
間

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成
28

年
３
月
31
日

※�

勤
務
状
況
に
よ
り
再
任
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
支

援
員
は
4
年
を
上
限
と
し
、
当
該

年
度
に
65
歳
到
達
の
方
は
再
任
し

ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
☎（
52
）１
１
１
８

下
野
市
文
化
財

写
真
展
作
品
募
集

市
内
に
は
様
々
な
魅
力
あ
る
文

化
財
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

文
化
財
を
被
写
体
に
し
た
写
真
展

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

と
っ
て
お
き
の
写
真
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ
・
撮
影
対
象

市
内
の
文
化
財

■
応
募
期
間

１
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮

■
応
募
対
象
者

市
内
・
市
外
一
般
の
方（
小
・
中
・

高
校
生
も
応
募
可
）

■
規
格

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
な
ど
は
自

由
。
合
成
写
真
、
パ
ノ
ラ
マ
ワ
イ

ド
は
不
可
。
六
つ
切
り
（
2
0
3

㎜
×
2
5
4
㎜
）
以
上
に
プ
リ
ン

ト
し
た
写
真
。

■
応
募
方
法

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品

タ
イ
ト
ル
、
作
品
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
、
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
点
数　
１
人
に
つ
き
１
点

■
参
加
賞

応
募
者
全
員
に
贈
呈
し
ま
す
。

■
作
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・�

作
品
は
展
示
に
使
用
す
る
た
め

　

パ
ネ
ル
に
加
工
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

・
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
下
野

　

薬
師
寺
歴
史
館
（
1
月
21
日
㈬

　

～
2
月
8
日
㈰
）
に
て
展
示
し

　

ま
す
。

・
返
却
は
2
月
27
日
㈮
ま
で
に
下

　

野
薬
師
寺
歴
史
館
へ
直
接
取
り

　

に
来
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
に
か
か
る
経
費
は
応

　

募
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

☎（
47
）3
1
2
1

栃
木
税
務
署

非
常
勤
職
員
の
募
集

■
勤
務
内
容

・
確
定
申
告
会
場
で
の
パ
ソ
コ
ン

　

操
作
補
助

・
デ
ー
タ
入
力
、
書
類
整
理
、
郵

　

便
仕
分
等

■
勤
務
予
定
地

・
栃
木
商
工
会
議
所

・
栃
木
税
務
署

■
勤
務
期
間

２
月
上
旬
～
３
月
下
旬
頃

■
時
給　
８
１
０
円

■
募
集
人
数　
50
名
前
後

■
勤
務
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
内
の
、

５
・５
時
間
ま
た
は
７
時
間

■
必
要
な
経
験
等

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
住
所
、

氏
名
が
入
力
で
き
る
程
度
で
可
）

■
応
募
方
法
等

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
税
務
署

☎
０
２
８
２（
22
）１
０
０
８

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

https://w
w
w
.nta.go.jp

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

職種と職務内容等 報酬額等
学級支援指導助手
小学校の複式学級
において学習指導
等教育活動全般を
行う。
※小学校教員免許
が必要

日額12,000円
※交通費等の諸手当なし
年間200日勤務
（夏季等長期休業期間は
除く）
休暇10日間
社会保険適用

学校生活支援員
（介助）
支援を必要とする
児童生徒の介助や
学校安全管理の補
助を行う。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間190日勤務（夏季等長期
休業期間は除く）・休暇10日
間
社会保険適用

学校生活支援員
（図書）
学校図書室の運営
及び管理の補助

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間60日（夏季等長期休業
期間は除く）
社会保険適用なし

教育相談員
学校で生じる問題
の解決に向けた相
談を行う。

日額9,000円
※交通費等の諸手当なし
年間168日勤務
雇用保険適用


